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ヤサイゾウムシの発育に及ぼす温湿度の影響*
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関係湿度の調節には Zwolfer(1931). Chapman (1931)の方法にしたがい，
Cu(NOa)2・H ・H ・.…40-50% KBr....・H ・H ・H ・..80-90%
NaBr....・H ・..・ H ・.50-65% KN匂・...・ H ・.・ H ・90-95%


























































































50-60%湿度区では12.50Cの温度のもとで43.9%を示すほか， 10.00， 15.00， 17.50， 20.0。
および22.50Cの各温度区においてもわずかながら幼虫体の完成がみられる.70-80%湿度区では
20.00C温度区のもとにおいて 96.6%の卵内幼虫体完成率をえられたのをはじめとし5.00....30.0
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温度 (Oc)
ヤサイゾウムジ Listroderescostirostris obliquus Kr.uG各世代の発育と祖度との関係
(破線は発育日数，実線l士発育速度)













第 3表 卵期間 と温 度(関係湿度1∞%)
飼育温度 個体数 発育日数 発育量E日数 標準偏差
変度等主 平発x育1速∞均度 解化率M+m の閤 " 
5.00C 50 78.0 :t0.30 76-95 土2.12 2.69% 1.28 64.5% 
10.0 81 46.30:t0.31 42-55 2.06 4.45 2.16 71.0 
15.0 63 22.06土0.25 20-28 2.27 10.30 4.59 86.5 
17.5 叩 18.27土0.11 17-22 1.01 5.46 5.47 1∞.0 
20.0 79 10.68:t0.10 10-13 0.89 8.29 9.36 100.0 
25.0 卸 9.79土0.07 9-11 0.59 5.98 10.21 91.7 
27.5 68 9.19土0.01 8-13 0.83 8.70 10.89 85.0 
30.0 28 10.57土0.25 9-14 1.30 12.26 9.49 43.1 
第 4表 定温定湿 tこお け る卵期間とその 変異
l告 70-80% 回-85% ω-95% 100% A B A B A B A B 
5.00C 89 2.39 90 0.93 89 2.94 78 2.12 
10.0 47 3.57 46 3.56 47 2.67 47 2.06 
12.5 32 4.52 31 2.42 32 2.42 30 
15.0 29 2.13 27 2.54 22 2.27 20 2.27 
17.5 21 3.21 21 1.99 18 1.88 17 1.01 
20.0 19 4.91 20 1.34 16 0.76 13 0.89 
22.5 15 2.20 14 1.56 12 0.48 12 
25.0 17 13 0.75 10 0.59 
27.5 10 0.82 9 0.83 
30.0 11 0.83 10 1.30 
註.A:卵期間のモー ド. B:標準偏差
第5表 幼虫期間 と温度 (関係湿度約100%)
飼育温度 個体数 発育日数 発育範日数 標準偏差 変異C.係V数. -1発「x育1一速00両度 踊化率
M+m の図 6 
10.00C 10 108.6土3.16 104-127 土9.94 9.21% 0.92 50.0% 
15.0 7 84.86土0.32 83-86 0.85 1.06 1.18 70.0 
20.0 20 34.20土1.40 25-44 6.26 18.42 2.92 44.4 
22.5 10 28.40土0.99 26-32 3.12 10.92 3.52 33.3 
25.0 20 23.10土0.82 20-31 3.69 16.02 4.33 25.3 




飼育温度 個体数 発育日数 発育範日数 様車偏差 変居宅宇 平発M育1劃閣均度 羽化率。劉
" 
10.00C 20 42.20土1.02 40-49 土4.58 10.90% 2.37 50.0% 
15.0 31 19.45土0.19 16-22 1.06 5.64 5.14 77.5 
20.0 22 10.68土0.14 10-12 0.58 5.61 9.39 88.0 
25.0 20 8.20土0.24 6-10 1.07 13.41 12.20 69.0 
27.5 24 6.72土0.10 6-8 0.42 7.35 14.81 80.0 
30.0 20 7.05土0.09 6-8 0.41 5.63 14.18 54.1 
第 7表 発育速度回帰式発育零点及び有効積算温度
世 代 .9IJ 卵 期 幼 虫 期 蝋 期
発育零点 2.76 6.30 6.64 
有効積算温度 427.9 684.2 132.0 
回 帰 式 Y=0.41X-1.12 Y =0.22X-1.36 Y =0.65X-4.05 
相関係数 r = +0.941 (PくO.∞5) r = +0.867 (P<0.05) r = +0.988 (P<O.05) 





曝露時間 卿化率 曝震時間 m理化率 曝"時間 解化率
。 91.7% 。 91.7% 。 91.7% 
24 79.2 
48 75.6 48 39.0 
48 57.5 
72 47.6 96 70.8 96 37.0 
96 38.5 144 86.7 144 33.0 
120 8.2 
144 。 192 74.0 192 19.0 
192 。 240 56.4 240 45.0 
考 察
定温定湿の組合せ仁おけるヤサイゾウムジ卵の解化率及び卵内幼虫体定成率相互の関係、を明ら
かにするため仁両者の等率線 (80，60， 40， 20， 0")を示す温湿図表(Thermohygrogramm)
をえがいてみると第2図及び第3図の通りである.この図表仁よると終始定温湿度組合せ仁ある時の
勝化可能とみられる温度は 5.00~30.00Cであり， m化率 80%以上を示す最適条件としては温度
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低温限界 14.20C 11.50C 10.00C 12.5QC 13.00C 12.00C 2.80C 
高温限界 34.5 40.0 34.5 32.5 32.5 36.8 初.0
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第 12表 数種昆虫の解化最適条件の温湿度(卵期〕
種 名 条 件 温 度 関係湿度
ニカメイチュウ 勝化率95%以上を期待せられる条件 17.8-33.2QC 90-1∞% 
-マ ツ カ レ ，、 。95 " 16.0-32.2 70-1∞ 
カ イ ::I ク 90 今 15.0-28.。 50-1∞ 
サ ク サ・ 〉〆 ク 85 'シ 18.5-28.2 68-100 
ユジュウヤホシ'テγトウ ク 85 ~ 20.0-30.0 70-100 
ナガチャコガネ 。65 '砂 27.5 1∞ 
ヤザイゾウムシ ク別 ク 12.5-27.5 卯-1∞
橋 要
(1)種々な恒温恒湿を組合せた人工的環境のもとでヤサイゾウムシListroderescostirostris 




文卵内幼虫体完成率 100%を示すと考えられる最適条件は温度 17.50-25.00C，関係湿度 80
-100%である.
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